	伊豆の国市　歴史めぐりスポット別しおり

	江川 (えがわ)邸 (てい)（江川家 (えがわけ)住宅 (じゅうたく)・韮山 (にらやま)役所 (やくしょ)跡 (あと)）

	
	

	江戸 (えど)幕府 (ばくふ)の代官を代々務 (つと)めた江川家の住宅です。江川邸にはたくさんの貴重 (きちょう)な文化 (ぶんか)財 (ざい)があり、多くが重要文化財に指定されています。また、韮山役所跡として国 (くに)の史跡 (しせき)に指定されています。
　江川家の当主の中でも江川 (えがわ)太郎 (たろう)左 (ざ)衛門 (えもん)英 (ひで)龍 (たつ)（坦 (たん)庵 (なん)）は、韮山 (にらやま)反射 (はんしゃ)炉 (ろ)や品川 (しながわ)台場 (だいば)（お台場）を建てた人として有名です。

	· 江川邸は何時代に作られた？
江戸時代（主屋 (しゅおく)は1600年代と推定 (すいてい)される）
	[image: 囲いの中の家

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
江川邸（江川家住宅）
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江川邸にある蔵

	· どんな文化財がある？
建物の他、古文書や本、絵画、武具など
	

	◆　蔵 (くら)は何のために使われていたの？
貴重な本や大切な道具、米や醤油 (しょうゆ)、味噌 (みそ)などの食品、武器などを収蔵 (しゅうぞう)・保管するために使われていました。
	

	◆ 代官って、何をしていたの？
幕府が直接治めていた土地（天領 (てんりょう)）の税金 (ぜいきん)（年貢 (ねんぐ)）の徴収や裁判 (さいばん)、土木 (どぼく)工事 (こうじ)などたくさんの仕事をしていました。
	

	◇　見てほしいポイント！

	主屋 (しゅおく)の土間 (どま)で上を見上げてみましょう。柱が縦横 (たてよこ)に複雑 (ふくざつ)に組まれている、小 (こ)屋 (や)組 (ぐみ)が大きな屋根を支えているのが見えます。

	
	

	気づいたことをメモしよう。
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